
【訓練の目的】
陸上自衛隊及び米海兵隊等の部隊が、それぞれの指揮系統に従い、共同して作戦を実施する際

の相互連携要領を実行動により演練し、日米の連携強化及び共同対処能力の向上を図るもの。
また、一部の訓練では、島外避難に応用可能で国民保護や防災にもつながる訓練を実施します。

【訓練の沿革】

令和３年度に初めて実施し、本年度が４回目。

【演習の実施場所及び期間】
➢ 演習期間：令和６年７月２８日（日）～８月７日（水）

➢ 演習実施場所：山口県※、熊本県、大分県、佐賀県、
及び沖縄県の下記の場所
※ 山口県（米海兵隊岩国飛行場）は航空機の基盤としてのみ使用

・山口県：米海兵隊岩国飛行場
・熊本県：陸上自衛隊健軍駐屯地、

陸上自衛隊高遊原分屯地、
陸上自衛隊大矢野原演習場

・大分県：陸上自衛隊日出生台演習場
・佐賀県：陸上自衛隊目達原駐屯地
・沖縄県：県内の一部の自衛隊施設

及び在日米軍施設

日出生台演習場

キャンプ瑞慶覧

石垣駐屯地

与那国駐屯地

健軍駐屯地

高遊原分屯地

那覇基地

嘉手納飛行場及び弾薬庫地区

伊江島補助飛行場

天願桟橋

牧港補給地区

凡例

米軍施設

自衛隊施設

大矢野原演習場

目達原駐屯地

勝連分屯地

普天間飛行場

キャンプ・ハンセン

鳥島射爆撃場

キャンプ・コートニー

令和６年度国内における米海兵隊との共同訓練
（レゾリュート・ドラゴン２４）について

（本期間の前後に、それぞれ約１週間で展開・撤収を実施予定）

宮古島駐屯地

岩国飛行場

那覇基地、
南那覇駐屯地

白川教育訓練場
白川分屯地

金武ブルー・ビーチ訓練場

金武レッド・ビーチ訓練場



訓練イメージ

【期 間】 令和６年７月２８日（日）～８月７日（水）※１ ※１ 本期間の前後に、それぞれ約１週間で展開・撤収を実施予定

【参加部隊】 自衛隊：陸上自衛隊 約２５名 （陸上総隊（第１ヘリコプター団）等、Ｖ－２２×１機程度）※２

※２ 給油及び装備品展示のために一時的に飛来予定

米 軍：米海兵隊、米空軍 約１４０名 （第１海兵航空団、第３５３特殊作戦航空団等、ＫＣ－１３０×２機程

度、ＭＶ－２２×６機程度、ＣＶ－２２×２機程度）

航空機の飛行

米海兵隊岩国飛行場の使用について
山口県

航空機の駐機等

訓練要図

岩国飛行場においては、日出生台演習場及び大矢野原演習場等において実施する日米共同に

よる対着上陸戦闘訓練、共同兵站訓練、共同衛生訓練等に参加する米海兵隊航空機等の航空基

盤として、駐機、飛行、整備等を実施する計画です。

高遊原分屯地

日出生台演習場

陸自ＡＨ－６４米ＵＨ－１

陸自ＵＨ－６０

陸自ＣＨ－４７

日米オスプレイ

大矢野原演習場

健軍駐屯地

目達原駐屯地

陸自ＯＨ－１

米ＣＨ－５３

米ＡＨ－１

岩国飛行場

注：員数や参加部隊は現時点で計画中のもの



【期 間】 令和６年７月２８日（日）～８月７日（水）※１ ※１ 本期間の前後に、それぞれ約１週間で展開・撤収を実施予定

【参加部隊】 自衛隊：陸上自衛隊 約４００名 （第４師団、西部方面航空隊、陸上総隊（第１ヘリコプター団）等、
ＡＨー６４×２機程度、 ＣＨ－４７×１機程度、ＵＨ－６０×２機程度、ＯＨ－１×１機程度及び
Ｖ－２２×２機程度※２、８７式対戦車誘導弾、８１ｍｍ迫撃砲、対人狙撃銃、スカイレンジャー等）
※２ 陸自Ｖは高遊原分屯地を、陸自ＣＨ／ＵＨ／ＡＨ／ＯＨは高遊原分屯地及び目達原駐屯地を航空基盤とする計画

米 軍：米海兵隊、米空軍 約３００名 (第３海兵師団、第１海兵航空団、第３５３特殊作戦航空団等、
ＣＨ－５３×４機程度、ＡＨ－１×２機程度、ＵＨ－１×２機程度、ＭＶ－２２×６機程度、
ＣＶ－２２×２機程度※３、８１ｍｍ迫撃砲、６０ｍｍ迫撃砲、ジャベリン等）
※３ 米ＣＨは高遊原分屯地を、米ＡＨ／ＵＨは目達原駐屯地を、米ＭＶ／ＣＶは岩国飛行場を航空基盤とする計画

訓練イメージ

共同戦闘射撃訓練

熊本県
大矢野原演習場の使用について

大矢野原演習場においては、共同戦闘射撃訓練や日米オスプレイ、陸自ＣＨ－４７等を使用した共同兵站訓

練（燃料補給、整備等）や共同衛生訓練（患者後送等）を実施する計画です。

訓練要図

共同兵站訓練（燃料補給・整備）
高遊原分屯地

陸自ＡＨ－６４米ＵＨ－１

陸自ＵＨ－６０

陸自ＣＨ－４７

日米オスプレイ

目達原駐屯地

陸自ＯＨ－１

米ＣＨ－５３

米ＡＨ－１

日出生台演習場

大矢野原演習場

注：員数や参加部隊は現時点で計画中のもの

共同衛生訓練



訓練要図 訓練イメージ

【期 間】 令和６年７月２８日（日）～８月７日（水）※１ ※１ 本期間の前後に、それぞれ約１週間で展開・撤収を実施予定

【参加部隊】 自衛隊：陸上自衛隊 約３０００名 （第８師団、第２特科団、第２高射特科団、西部方面航空隊、第２施設群、第３０１電
子戦中隊、陸上総隊（第１ヘリコプター団）等、ＡＨー６４×２機程度、ＣＨ－４７×１機程度、ＵＨ－６０×２機
程度、ＯＨ－１×１機程度、Ｖ－２２×２機程度、空自Ｃ－１３０×１機程度※２、８８式地対艦ミサイル、中距離地
対空誘導弾、１０式戦車、機動戦闘車、中距離多目的誘導弾、１５５ｍｍ榴弾砲、１２０ｍｍ迫撃砲、８１ｍｍ迫
撃砲、０１式軽対戦車誘導弾、対人狙撃銃、ＵＡＶ等）
※２ 陸自Ｖは高遊原分屯地を、陸自ＣＨ／ＵＨ／ＡＨ／ＯＨは高遊原分屯地及び目達原駐屯地を航空基盤とする計画

米 軍：米海兵隊、米空軍及び米陸軍 約１０００名 (第１２海兵沿岸連隊、第１海兵航空団、第３５３特殊作戦航空団、マ
ルチドメイン・タスクフォース等、ＫＣ－１３０×２機程度、ＣＨ－５３×４機程度、ＡＨ－１×２機程度、ＵＨ－
１×２機程度、ＭＶ－２２×６機程度、ＣＶ－２２×２機程度※３、米海兵隊・米陸軍ＨＩＭＡＲＳ×５両程度、８１
ｍｍ迫撃砲、６０ｍｍ迫撃砲、重機関銃、ジャベリン、ＵＡＶ等）
※３ 米ＣＨは高遊原分屯地を、米ＡＨ／ＵＨは目達原駐屯地を、米ＫＣ／ＭＶ／ＣＶは岩国飛行場を航空基盤とする計画

大分県

日出生台演習場の使用について

日出生台演習場においては、日米の共同調整所を開設した机上訓練（指揮機関訓練）、日米共同による対着
上陸戦闘訓練、共同兵站訓練（補給品の空中投下等）や共同衛生訓練（患者後送等）、共同戦闘射撃訓練等を
実施する計画です。

陸自ＣＨ－４７

日米オスプレイ

ＨＩＭＡＲＳ

地対艦ミサイル等

陸自AＨ－６４

中距離多目的誘導弾

１０式戦車

米ＡＨ－１

対着上陸戦闘訓練

共同戦闘射撃訓練共同衛生訓練

共同兵站訓練（空中投下）

注：員数や参加部隊は現時点で計画中のもの


